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(単位：百万円) 23/9期実績 24/9期実績
前期比
(増減率)

24/9期計画 計画比※1

(増減率)

売上高 40,889 46,138 +5,249 46,060 +78

(うち女性医療領域) (18,002) (20,327) 【+12.8%】 (20,864) 【+0.2%】

+1,330

【+8.1%】

+22 ▲109

【+0.6%】 【▲2.7%】

+217 ▲767

【+6.8%】 【▲18.4%】

+876 ▲625

【+9.0%】 【▲5.6%】

+2,711 ▲38

【+78.9%】 【▲0.6%】

+0.60円

【+0.5%】

売上総利益 16,514 17,844 ― ―

営業利益 3,858 3,880 3,990

純利益 3,435 6,146 6,185

EBITDAR
※2 9,750 10,626 11,251

研究開発費 3,184 3,401 4,168

▲0.6pt ― ―

― ―110.15円 110.76円

6.5% 5.9%

税引き後営業利益ベース

一株当たり利益※3

税引き後営業利益ベース

ROE※3
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2024年9月期連結決算 ハイライト

※1：2024年5月9日「第２四半期業績予想と実績の差異および通期業績予想の一部修正に
関するお知らせ」ベース
※2：EBITDAR＝本業によるキャッシュ創出力の指標（営業利益＋減価償却費（設備リース費
含む）+研究開発費）

売上高は計画を上回り伸長したものの、研究開発や新製品の販売体制強化への先行投資等による販管費の増
加により営業利益は昨年対比微増にとどまった。

※1

※3：親会社株主に帰属する当期純利益ベースの一株当たり純利益及びROEは下記のとおり
23/9期 一株当たり純利益：141.37円 ROE：8.9%
24/9期 一株当たり純利益：252.85円 ROE：14.2%



2024年9月期連結決算 概要
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※：EBITDAR＝本業によるキャッシュ創出力の指標（営業利益＋減価償却費（設備リース費含む）+研究開発費）

売上高

⚫ 主力製品や新製品（バイオシミラー１製品、ジェネリック３製品）の伸長、不採算品再算定による一部
製品の薬価引き上げなどにより、前期比52億円増（+12.8％）

売上総利益

⚫ 売上増加に伴い売上総利益も増加となるも、原材料高、廃棄増、為替の影響により前期比13億円増にと
どまる

EBITDAR

⚫ 本業によるキャッシュ創出力の指標は前期比８億円増（+9.0%）

営業利益

⚫ 研究開発や新製品の販売体制強化への先行投資による販管費増で、前期比0.2億円増（+0.6％）

純利益

⚫ 投資有価証券の売却などにより、前期比27億円増（＋78.9％）

一株当たり当期純利益

⚫ 投資有価証券の売却などにより、前期比111.48円増（+78.9%）

ROE

⚫ 投資有価証券の売却などにより、24/9期 14.2%（前期比+5.2%pt）



Appendix
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前期比 24/9期

増減額 増減率 通期予想

売上高 40,889 46,138 5,249 12.8% 46,060 100.2%

売上総利益 16,514 17,844 1,330 8.1% - -

粗利益率 40.4% 38.7% - - - -

販売管理費 12,656 13,963 1,307 10.3% - -

販売管理費率 31.0% 30.3% - - - -

営業利益 3,858 3,880 22 0.6% 3,990 97.2%

営業利益率 9.4% 8.4% - - 8.7% -

経常利益 4,519 4,445 ▲ 74 -1.6% 4,602 96.6%

経常利益率 11.1% 9.6% - - 10.0% -

親会社株主に帰属する当期純利益 3,435 6,146 2,711 78.9% 6,185 99.4%

当期純利益率 8.4% 13.3% - - 13.4% -

ROA 5.6% 5.1%

ROE 8.9% 14.2%

１株当たり当期純利益（単位：円） 141.37 252.85

配当性向 26.2% 16.8%

EBITDAR＊1 9,750 10,626 876 9.0% 11,251 94.4%

EBITDA
＊2 6,565 7,224 659 10.0% 3,092 233.6%

設備投資額 3,652 2,686 ▲ 966 -26.5% 5,025 53.5%

減価償却費（設備リース費含む） 2,707 3,343 636 23.5% 3,092 108.1%

研究開発費 3,184 3,401 217 6.8% 4,168 81.6%

研究開発費率 7.8% 7.4% - - 9.0% -

＊1）EBITDAR：売上総利益－販売管理費＋減価償却費（設備リース費含む）+研究開発費

＊2）EBITDA：売上総利益－販売管理費＋減価償却費（設備リース費含む）

予想比

進捗率
(百万円) 23/9期通期 24/9期通期
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領域別売上高

領域別

（百万円） 増減額 増減率

女性医療 13,683 18,004 20,327 2,323 12.9%

急性期医療 15,353 15,380 17,131 1,751 11.4%

海外事業（OLIC社） 2,866 3,467 4,213 746 21.5%

その他事業 3,522 4,036 4,465 429 10.6%

合計 35,426 40,889 46,138 5,249 12.8%

※海外事業（OLIC社）は連結調整後の金額

前期比
22/9月期 23/9月期 24/9月期
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領域別詳細

急性期医療

（百万円） 増減額 増減率

造影剤 8,558 8,896 9,869 973 10.9%

バイオシミラー 1,492 1,718 1,761 43 2.5%

抗がん剤 1,334 1,096 984 ▲ 112 -10.2%

その他 3,968 3,670 4,516 846 23.1%

合計 15,353 15,380 17,131 1,751 11.4%

女性医療

（百万円） 増減額 増減率

不妊症治療剤 3,270 4,764 4,850 86 1.8%

経口避妊剤 3,685 3,848 4,368 520 13.5%

更年期障害治療剤 ‐ 3,276 4,022 746 22.8%

子宮内膜症治療剤 2,546 2,453 2,527 74 3.0%

抗がん剤 ‐ 1,321 1,817 496 37.5%

月経困難症治療剤 1,056 821 974 153 18.6%

その他 1,996 1,519 1,764 245 16.1%

合計 13,683 18,004 20,327 2,323 12.9%

22/9月期 23/9月期 24/9月期

24/9月期23/9月期22/9月期

前期比

前期比
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上位15製品売上高
製品名

（百万円） 増減額 増減率

イオパミドール注 造影剤 5,996 6,301 6,661 360 5.7%

エフメノ®カプセル 更年期障害治療 681 2,751 3,181 430 15.6%

ウトロゲスタン®腟用カプセル 不妊症治療 1,218 2,663 2,436 ▲ 227 -8.5%

ファボワール®錠 経口避妊 1,663 1,792 2,074 282 15.7%

ジエノゲスト錠 子宮内膜症治療 1,652 1,728 1,858 130 7.5%

ドキシル®注 抗がん剤治療 - 1,321 1,817 496 37.5%

フィルグラスチムBS注シリンジ 抗がん剤治療 1,492 1,718 1,761 43 2.5%

イオヘキソール注 造影剤 1,707 1,451 1,550 99 6.8%

デキサート
®
注射液 その他 865 976 1,364 388 39.8%

ラベルフィーユ®錠 経口避妊 960 1,048 1,233 185 17.7%

レボノルゲストレル錠 緊急避妊 1,062 1,007 1,060 53 5.3%

フォリアミン®錠/散/注 その他 475 841 893 52 6.2%

HMG注射用 不妊症治療 736 652 846 194 29.8%

ルナベル®配合錠(LD/ULD) 月経困難症治療 955 777 837 60 7.7%

HCG｢F｣ 不妊症治療 408 647 721 74 11.4%

19,877 25,680 28,299 2,619 10.2%

56.1% 62.8% 61.3%

その他の製品 12,682 11,741 13,625 1,884 16.0%

海外事業（OLIC社） 2,866 3,467 4,213 746 21.5%

35,426 40,889 46,138 10,712 30.2%

急性期医療 女性医療

※下線製品は、当社でのブランド薬（ブランド薬・ブランドジェネリック（承継品）・バイオシミラー）

※海外事業（OLIC社）は連結調整後の金額

分類
22/9月期

実績

24/9月期

実績

前期比23/9月期

実績

売上高に占める構成比

合計

上位15品目合計
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⚫注目いただいているポイント

領域特化の姿勢は変わらず、ジェネリック中心から新薬・バイオシミラー中
心の高付加価値型への転換

女性医療領域の今後の展望、成長ドライバー

バイオシミラー事業の進捗、今後の展開



予想および見通しに関するご注意事項

本資料に記載の業績予想及び将来の予想等に関する記述は、資料作成時点で入手した情報に基

づき弊社にて判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。様々な要因により、

実際の業績等が変動する可能性があることをご承知おきください。予告なしに内容が変更または廃止

される場合がございますので、予めご了承ください。また、本資料に含まれている医薬品（開発中のも

のを含む）に関する情報は、宣伝広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。

連絡先

富士製薬工業株式会社 経営戦略本部 経営企画部 コーポレートコミュニケーション課

E - M a i l : fsk_ir@fujipharma.jp

U R L : https://www.fujipharma.jp/


